
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

「余白」の創出を通じた教育の質の向上 ❷ 
 

 
【調整授業時数制度を活用した真に必要な授業時数の設定】 
 
◆　授業時数の設定は多くの学校で改善が進んでいる 

ものの、依然、標準授業時数を上回る教育課程編成 
を行いがちとなる一定の要因がある。 

 

◆　第一の要因として、不測の事態等があっても標準 

を下回らないようにしなければならないという学校 

現場の懸念がある。これに対して、調整授業時数制 

度を活用してあらかじめ「裁量的な時間」を確保し 

ておき、仮に特定の教科等で不足の見込みが生じた 

場合であっても、年度途中のカリキュラム・マネジ 

メントにより時数を柔軟に融通・充当することで、 

必要な時間を確保することが可能である。 

 

◆　第二の要因として、「教科書に記載された内容を全て網羅的に教えなければならない」という認

識を背景に、「時数を確保しないと教科書が終わらない」という学校現場の懸念がある。これに対

しては、構造化や調整授業時数制度を踏まえた教科書の重点化・分量の精選を図ることで、懸念

を解消できると考えられる。 

 

◆　これら「二つの懸念」を解消することにより、年度当初の計画段階において、過剰な時数設定

を避け、真に必要な授業時数の設定が容易となると考えられる。
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※　「利己」と「利他」、「生きることの意味や喜び」、いろいろと考えさせてくれる言葉です。
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あらゆる人間の創造力の源と核心は、 
イメージを作る能力、つまり想像力である。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を磨く言葉」本田季伸著（かんき出版）


